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たかはしけんごくん

　（天水島　里島屋）
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▼
7
月
の
で
き
ご
と

曜閉庁
8日・22日
12日・26日

　
　
月
月

土
8
9

※出生・死亡・婚姻の届はできます

　　りす組

さとうまみさん

（天水島せぎ）

おめでた（鵬）
　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

竜一ちゃん　高橋　誠さんの長男

　　　　　（天水島）治善　　　　4・7・11

美穂ちゃん　南雲克美さんの長女

　　　　　（西之前）もんにん　　4・7・18

窃《摯み（死亡）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（死亡年月日

竹内フミ子さん　80歳（坂中）　親家　　　4・7・3

田辺ミサオさん　80歳（松之山）沢田屋　　4・7・8

村山作一さん　　66歳（橋詰）　あっち村　4・7・14

山岸カウさん　　77歳（新山）　大下　　　4・7・15

山岸イトさん　　82歳（新山）　向山　　　4・7・26

※7月1日から31日までの届出分です。

30　28　26　23　21　16　15　14　　7　　6　　5　　4

日日日日日日日日日日日日
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》

な
が
な
わ
と
び
大
会

町
消
防
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

交
通
安
全
フ
ェ
ア

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

議
会
臨
時
会

綱
引
き
大
会

献
血
（
役
場
）

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

学
童
親
善
水
泳
大
会

農
業
委
員
会
総
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

▼
8
月
1
1
日
～
9
月
1
0
日
の
予
定

231412
日　日　日

25
日

302726
日　日　日32日日

デ
イ
・
ケ
ア

真
夏
の
雪
ま
つ
り

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会郡
高
齢
者
ス
端
ー
ツ
大
会

　
（
町
民
体
育
館
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
）

文
化
協
会
1
0
周
年
記
念
式
典

県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会

　
（
大
厳
寺
高
原
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
毎
年
七
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
い
た
町
民
体
育
大
会
が
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
た
め
八
月
の
第
一

日
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
暑
さ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
曇
り

空
の
た
め
暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
良
い
汗
を
か

い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
八
月
は
夏
休
み
期
間
で
、

お
盆
前
後
に
は
帰
省
客
な
ど
で
町
の

人
口
が
倍
増
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
を
連
れ
て
旅
行
や
ド

ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
家
庭
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
に
よ
る
疲
労
を
さ
け
、

余
裕
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

八
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
六
七
〇
（
▲
二
）

　
男
／
一
、
八
〇
三
（
○
）

　
女
／
一
、
八
六
七
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
二
（
　
O
）

（
）
内
は
七
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
八
月
号

平
成
四
年
八
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
費
〇
一
蓋
五
九
i
よ
ハ
ー
一
二
ご
二
一

編
集
／
総
務
課

20

広報

『
『

19929月号（N・・99）

穫

灘懸
－

塾

雪で良く冷されたサイダーを長いストローで飲みました（真夏の雪まっり）

鯉2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　

6
8・9
　　・・10

12。13

雌今月号の話題
文化協会10周年記念…

真夏の雪まつり…・・…

郡高齢者スポーツ大会一…

町民ミニバレ／一ボール大会…・

農業委員会通信一

8月のフォトニュース・…

集落探訪（藤倉）・…・

公民館だより……
埴画葺

髭

ノノ
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松之山町文化協会10周年記念

豊かな心でうるおいとやすらぎを

聾
3
＄
2
奮
糞

大
盛
況
鍮

　
前
日
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
晴
れ

渡
っ
た
八
月
十
四
日
、
お
盆
恒
例
の

大
厳
寺
高
原
真
夏
の
雪
ま
つ
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
会
場
が
変
更
に
な
り
、

駐
車
場
の
す
ぐ
そ
ば
（
管
理
棟
の
前
）

で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

過
去
最
高
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
雪
上
馬
そ
り
リ

レ
ー
で
、
三
人
が
ソ
リ
に
乗
り
一
人

が
綱
を
引
張
り
ま
し
た
。

　
折
り
返
し
の
と
こ
ろ
が
な
か
な
か

難
し
く
、
乗
っ
て
い
た
子
供
を
振
り

落
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
お
父
さ
ん
も
い

ま
し
た
。

　
裸
足
で
綱
を
引
く
雪
上
綱
引
き
大

会
に
は
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
綱
を

引
く
直
前
ま
で
は
雪
の
冷
た
さ
を
気

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
引
張
り
始
め

る
と
冷
た
さ
を
忘
れ
て
一
生
懸
命
引

い
て
い
ま
し
た
。

　
裸
足
に
な
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

る
雪
上
が
ま
ん
大
会
に
は
大
勢
の
方

が
参
加
し
、
三
f
分
経
過
し
て
も
四

十
人
ほ
ど
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
長
時
間
雪
上
に
立
っ
て
い
る
と
足

の
感
覚
が
マ
ヒ
し
て
危
険
な
の
で
、

　
記
念
誌
に
は
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
作
品
を
中
心
に
、

各
部
門
ご
と
の
紹
介
、
会
員
名
簿
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
共
通
し
て
い

る
の
は
、
一
生
続
け
ら
れ
る
趣
味
を

持
っ
た
喜
び
、
同
じ
趣
味
の
仲
間
と

に
ぎ
や
か
に
活
動
す
る
楽
し
さ
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
ボ
ケ
防
止
に
最
適
な

ど
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
に
合
っ
た
趣
味
を

見
つ
け
る
た
め
、
文
化
協
会
の
会
員

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
グ
ル
ー
プ
で
も
一
人
で
も
入
会
で

〆

き
ま
す
し
、
入
っ
て
み
た
い
部
門
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
事
務
局
（
公
民

館
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
誌
は
十
周
年
記
念
式

典
の
前
に
、
会
員
及
び
賛
助
会
員
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
四
日
、
松
之
山
小
学
校
前

の
ブ
ナ
林
の
一
画
に
、
文
芸
部
員
に

よ
る
風
花
句
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
句
碑
に
は
部
員
二
十
八
名
の
作
品

二
十
八
句
が
刻
ま
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
一
句
一
句
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
二
十
七
日
午
前
、
坂

口
安
吾
文
学
碑
の
前
に
村
山
紅
邨
句

縷

除幕された村山紅邨句碑を御神酒で清めました

残
っ
た
人
全
員
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

て
順
位
を
決
め
ま
し
た
。

　
雪
L
早
飲
み
リ
レ
ー
は
三
人
一
組

で
、
大
人
は
ビ
ー
ル
大
び
ん
、
子
供

は
サ
イ
ダ
ー
を
長
い
ス
ト
ロ
ー
で
飲

み
ま
し
た
。

　
雪
で
冷
さ
れ
た
ビ
ー
ル
は
お
い
し

そ
う
で
し
た
が
、
　
一
m
も
あ
る
ス
ト

ロ
ー
で
飲
む
の
で
肺
活
量
の
大
き
さ

が
勝
敗
を
左
右
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り

は
参
加
者
が
多
く
、
子
供
た
ち
は
濁

っ
た
水
で
な
か
な
か
イ
ワ
ナ
を
つ
か

ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雪
上
開
放
タ
イ
ム
に
な
る
と
、
待

ち
か
ね
て
い
た
子
供
た
ち
が
一
斉
に

集
ま
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
ソ
リ
に

乗
っ
た
り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

雪

　　　　　　　　　　　　　　　　▽・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド潮憂．

雪の冷たさも忘れてカー杯綱を引きました

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
村
山
紅
邨
（
本
名
・
真
雄
）
さ

ん
は
俳
人
・
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、

書
・
画
と
も
に
優
れ
た
作
品
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
句
碑
に
刻
ま
れ
た
筆
蹟
は
故
人
の

も
の
で
あ
り
、
句
が
書
か
れ
て
い
る

色
紙
を
復
写
し
た
も
の
は
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
製
で
す
。

　
な
お
、
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文

面
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
秋
さ
び
て
此
の
実
が
二
つ

　
　
　
　
　
　
君
と
我

残
暑
が
厳
し
い
八
月
二
十
七
日
午

後
、
文
化
協
会
十
周
年
記
念
式
典
と

民
謡
シ
ョ
ー
が
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
初
代
会
長
と
し
て
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
相
沢
達
雄
さ

ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
謡
シ
ョ
ー
の
前
半
は
芸
能
部
の

皆
さ
ん
が
自
慢
の
咽
を
披
露
し
、
後

半
は
プ
ロ
の
民
謡
歌
手
が
じ
つ
く
り

と
聞
か
せ
ま
し
た
。

　
歌
手
の
皆
さ
ん
は
会
場
の
雰
囲
気

が
良
か
っ
た
の
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
い
曲
目
を
数
曲
サ
ー
ビ
ス
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
民
謡
シ
ョ
ー
が
、
ま

た
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

リレ

博

ノ
麗

　
　
　
　
ノ

　
　
　
鼠

瀞
，
、

鷹

）

すばらしい歌と踊りで会場を魅了しました

また、プログラムにない曲目も数曲サービスして

くれました

ズ総・「轟ψ一
窃
　　　　イ轟　　　♂㌦　　「　　気・「　　　　〆　　奪．　　も鴨冨－圃“

蝿
　
劃
「
．

』’二』・レ㌧一

雪上雪積みリレー

雪上早飲みリレー、

ノ〉＼＿，ノ
一
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で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

て
順
位
を
決
め
ま
し
た
。

　
雪
L
早
飲
み
リ
レ
ー
は
三
人
一
組

で
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、
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を
長
い
ス
ト
ロ
ー
で
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そ
う
で
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で
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さ

が
勝
敗
を
左
右
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り

は
参
加
者
が
多
く
、
子
供
た
ち
は
濁

っ
た
水
で
な
か
な
か
イ
ワ
ナ
を
つ
か

ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雪
上
開
放
タ
イ
ム
に
な
る
と
、
待

ち
か
ね
て
い
た
子
供
た
ち
が
一
斉
に

集
ま
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
ソ
リ
に

乗
っ
た
り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

雪

　　　　　　　　　　　　　　　　▽・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド潮憂．

雪の冷たさも忘れてカー杯綱を引きました

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
村
山
紅
邨
（
本
名
・
真
雄
）
さ

ん
は
俳
人
・
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、

書
・
画
と
も
に
優
れ
た
作
品
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
句
碑
に
刻
ま
れ
た
筆
蹟
は
故
人
の

も
の
で
あ
り
、
句
が
書
か
れ
て
い
る

色
紙
を
復
写
し
た
も
の
は
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
製
で
す
。

　
な
お
、
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文

面
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
秋
さ
び
て
此
の
実
が
二
つ

　
　
　
　
　
　
君
と
我

残
暑
が
厳
し
い
八
月
二
十
七
日
午

後
、
文
化
協
会
十
周
年
記
念
式
典
と

民
謡
シ
ョ
ー
が
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
初
代
会
長
と
し
て
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
相
沢
達
雄
さ

ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
謡
シ
ョ
ー
の
前
半
は
芸
能
部
の

皆
さ
ん
が
自
慢
の
咽
を
披
露
し
、
後

半
は
プ
ロ
の
民
謡
歌
手
が
じ
つ
く
り

と
聞
か
せ
ま
し
た
。

　
歌
手
の
皆
さ
ん
は
会
場
の
雰
囲
気

が
良
か
っ
た
の
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
い
曲
目
を
数
曲
サ
ー
ビ
ス
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
民
謡
シ
ョ
ー
が
、
ま

た
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

リレ

博

ノ
麗

　
　
　
　
ノ

　
　
　
鼠

瀞
，
、

鷹

）

すばらしい歌と踊りで会場を魅了しました

また、プログラムにない曲目も数曲サービスして

くれました

ズ総・「轟ψ一
窃
　　　　イ轟　　　♂㌦　　「　　気・「　　　　〆　　奪．　　も鴨冨－圃“

蝿
　
劃
「
．

』’二』・レ㌧一

雪上雪積みリレー

雪上早飲みリレー、

ノ〉＼＿，ノ
一
3
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るれ玉　Uあ気熱

会大ルニバレーボ町民ミ

拶
　
八
月
二
十
五
日
、
町
民
体
育
館
及

び
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
郡
高
齢
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
開
会
式
が

行
わ
れ
、
赤
倉
の
村
山
里
志
さ
ん
が

力
強
い
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
室
内
競
技
及
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

も
午
前
十
時
よ
り
試
合
が
始
ま
り
、

選
手
た
ち
は
応
援
団
の
大
声
援
を
受

け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
室
内
競
技
は
安
定
し
た
力
を
発
揮

す
る
三
村
が
ト
ッ
プ
争
い
を
演
じ
、

最
後
の
樽
こ
ろ
が
し
リ
レ
ー
で
順
位

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
開
催
地
で
あ
る
松
之
山
町
は
、
他

町
村
に
華
を
持
た
せ
た
の
か
、
実
力

　　　　　　　町畢
40歳以上ブロックを新設

が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
松
代

町
と
同
点
に
な
り
、
代
表
者
に
よ
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
か
ろ
う
じ
て
最
下
位

を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
炎
天
下
の
な
か
行
わ
れ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
一
点
を
争
う
好
ゲ

ー
ム
が
多
く
、
最
後
の
順
位
決
定
戦

に
は
室
内
競
技
を
終
え
た
人
た
ち
が

大
勢
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
成
績

六五四三二一
位位位位位位

牧
村

松
之
山
町

鰭
（
町
縫
安
謬

徽
村
（
騨
輔
川
）

　
八
月
二
十
三
日
、
松
之
山
町
農
協

主
催
の
第
五
回
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
四
十
歳
以
上
ブ
ロ
ッ
ク

が
新
設
さ
れ
、
同
ブ
ロ
ッ
タ
に
四
チ

ー
ム
、
男
女
混
合
ブ
ロ
ッ
ク
に
十
五

チ
ー
ム
、
女
性
ブ
ロ
ッ
ク
に
六
チ
ー

ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
六
チ

ー
ム
、
准
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に

十
一
チ
ー
ム
の
四
十
ニ
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
は
開
会
式
の
途
中

で
行
わ
れ
、
約
八
十
人
の
ち
び
っ
こ

た
ち
が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
が
終
る
と
男
女
混
合
．
女

性
・
四
十
歳
以
上
ブ
ロ
ッ
ク
は
町
民

体
育
館
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
准
フ
ァ

　
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
タ
は
松
之
山
小
学
校

　体育館で

試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
は

　
簡
単
で
、
必
ず
三
回
で
返
球
す
る
と

　
い
う
単
純
そ
の
も
の
で
す
。

　
　
し
か
し
、
方
向
性
の
定
ま
ら
な
い

　
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
、
必
ず
三
回
で

　
返
球
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

　
二
回
で
返
え
し
た
り
ネ
ッ
ト
に
当
て

　
た
り
と
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
試
合
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
予
選
が

　
行
わ
れ
、
実
力
が
伯
仲
し
て
い
る
チ

　
ー
ム
同
士
の
対
戦
は
一
点
を
争
う
好

》
へ
．
冒

ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
が

い
る
チ
ー
ム
は
強
く
、
正
確
な
サ
ー

ブ
や
レ
シ
ー
ブ
で
順
当
に
勝
ち
上
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
る
と
、

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
と
三
回
返
球
制
に

慣
れ
た
の
か
、
長
い
ラ
リ
ー
や
見
事

な
ス
パ
イ
ク
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
に
な
る
と
一
球
一
球
に
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
選
手
た
ち
も

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。

　
各
ブ
ロ
ッ
タ
の
成
績
及
び
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

大きなポール？を丁寧に送った松之山町チーム

ゲートボール

トーナメント表
室内競技種目別得点及び成績表

ラ点位単（

牧

⑬

⑪
⑫

安
塚

⑪

浦
川
原

⑩⑳

牧

⑩

⑧

⑬

大
島

松

代

松
之
山

※⑩は得点を表す

⑰

　　　　　町村名

種　目
松之山 松　代 大　島 浦川原 安　塚 牧

輪　　投　　げ 30 40 50 10 60 20

レ・イ送りリレ・一 40 20 50 60 10 30

大玉送りリレー 10 20 50 40 30 60

風船割りリレー 40 10 20 60 30 50

玉　　入　　れ 40 60 50 30 10 20

樽ころがしリレー 10 20 30 60 40 50

合　　　　　計 170 170 250 260 180 230

総　合　成　績 5　位 6　位 2　位 1　位 4　位 3　位

▼
男
女
混
合
ブ
ロ
ッ
ク

一
位

四三二
位位位

ク
レ
ヨ
ン
け
ん
ち
ゃ
ん
、
お

ら
か
つ
ぞ

上
蝦
池
B

東
川
2
号

東
川
－
号

▼
女
性
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
フ
ァ
イ
ト
一
発

二
位
今
年
も
フ
レ
ン
ズ
で
す

三
位
　
つ
く
し

四
位
　
う
る
星
や
つ
ら

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
　
藤
日
会
小
粒

二
位
　
東
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ザ
・
さ

　
　
　
わ

三
位
　
上
蝦
池
F

まっちり決まったスパイク

四
位
　
ト
リ
プ
ル
セ
ブ
ン

▼
准
フ
ァ
ミ
リ
畳
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
東
川
3
号

二
位
　
東
川
4
号

三
位
　
上
蝦
池
G

四
位
藤
日
会

▼
四
十
歳
以
上
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
設
）

一
位
上
蝦
池
D

二
位
上
蝦
池
C

三
位
　
下
川
手
B

四
位
　
J
A

▼
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
竹
内
美
由
起
さ
ん
（
豊
田
）

二
位
　
村
山
小
織
さ
ん
（
豊
田
）

三
位
　
佐
藤
利
昭
く
ん
（
天
水
越
）

廼
細
刷

　
　
　
　
難

※5位・6位はジャンケンで決まる。
カー杯打ったボールは惜しくも

アウトになりました

．
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蝦
池
C

三
位
　
下
川
手
B

四
位
　
J
A

▼
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
竹
内
美
由
起
さ
ん
（
豊
田
）

二
位
　
村
山
小
織
さ
ん
（
豊
田
）

三
位
　
佐
藤
利
昭
く
ん
（
天
水
越
）

廼
細
刷

　
　
　
　
難

※5位・6位はジャンケンで決まる。
カー杯打ったボールは惜しくも

アウトになりました

．
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山
の
畑
で
魚
が
と
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
村
山
喜

　
平
成
元
年
冬
、
気
の
合
う
仲
間
三

人
と
一
杯
や
り
な
が
ら
、
集
落
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
か
と

い
う
話
に
な
り
、
そ
の
後
仲
間
を
募

り
七
人
で
、
平
成
二
年
春
無
人
市
か

や
の
里
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
畑
か
ら
取
っ
て
き
て
駄

目
に
し
て
い
た
野
菜
も
、
今
は
そ
の

日
の
う
ち
に
買
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
乙

朝
取
っ
た
山
菜
や
野
菜
が
、

タ
方

の
晩
酌
の
肴
や
夕
飯
の
魚
に
化
け
て

テ
ー
ブ
ル
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
荷
者
同
志
や
お
客
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
ら
れ
、
野
菜

作
り
を
楽
し
む
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
十
一
月
砂
店
じ
ま
い
ま
で
、
利
用

者
の
声
を
参
考
に
出
荷
者
一
同
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

難
糊

妥撫
新鮮な野菜を買いもとめる常連客もいるそうです

松
之
山
町
農
業
委
員
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員

　
農
業
委
員
の
任
期
（
三
年
）
中
に

行
わ
れ
る
県
外
研
修
が
、
七
月
十
六

日
か
ら
十
八
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
三
町
村
の
視
察
先
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

◎
山
形
県
立
川
町

　
堆
肥
生
産
セ
ン
タ
ー
施
設
を
視
察

し
、
生
ゴ
ミ
・
籾
が
ら
・
家
畜
糞
尿

を
原
料
と
し
た
堆
肥
作
り
を
見
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
堆
肥
は
、
健
康
で
安
全
な
有

機
農
産
物
の
生
産
に
役
立
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

◎
福
島
県
柳
津
町

　
観
光
と
農
業
を
結
び
つ
け
て
、
地

域
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
る
農
産

物
即
売
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
七
十
五
名
の
生
産
者
が
八
十
種
類

の
農
産
物
を
販
売
し
、
学
校
給
食
に

も
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
潟
県
上
川
村

　
集
落
運
営
型
の
丸
淵
観
光
ワ
ラ
ビ

　
　
村
山
邦
一

園
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
管
理
運
営
は
十
五
戸
の
集
落
全
員

で
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
入
園
料
を

と
っ
て
集
落
の
運
営
費
を
賄
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
今
回
の
視
察
研

修
を
も
と
に
、
松
之
山
町
の
農
業
活

性
化
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

6

川
手
地
区
先
進
地
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
村
山

　
川
手
地
区
で
は
毎
年
七
月
に
先
進

地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
長
野
県
栄
村
の
村
単
基
盤
整
備
事

業
（
田
な
ら
し
）
と
、
ワ
ラ
ビ
及
び

山
竹
の
子
の
栽
培
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
津
南
町
で
は
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
松
之
山
で
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る

除
湿
方
式
と
同
じ
で
し
た
。

　
こ
の
先
進
地
視
察
は
、
上
・
下
川

手
両
集
落
の
交
流
を
目
的
に
始
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
邦
　
一

れ
、
今
回
で
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
川
手
地
区
で
は
、
ゼ
ン
マ
イ
・
ウ

ド
・
ク
ワ
イ
な
ど
の
転
作
々
物
作
り

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
協
な
ど
へ
の
出
荷
量
も
年
々
増

加
し
、
無
人
市
か
や
の
里
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
先
進
地
で
学
ん
だ
長
所
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
地
域
農
業
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

新潟県最低賃金

低賃金が10月1日より下記の
されます。

4，360円（引上額176円）

　545円（引上額22円）

最
正

県
改
額
額

潟
り
　
　
問

新
お
日
時

　
　
と

人
生
の
節
目
に
は
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

　
就
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や
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ど
で
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活
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き
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で
す

か
。　
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六
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入
し
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す
。
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都
度
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種
別
変
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届
」
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な
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れ
ば
な
り
ま

せ
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。

▼
第
一
号
被
保
険
者

　
農
業
や
自
営
業
な
ど
の
人
と
そ
の

　
配
偶
者
、
学
生

▼
第
二
号
被
保
険
者

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年
金
ま

　
た
は
共
済
組
合
の
加
入
者

▼
第
三
号
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保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
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に
扶
養
さ
れ
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い
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配
偶
者
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、
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号
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人
が
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。
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号
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っ
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サ
ラ
リ
ー
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結
婚
し
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職
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、
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三
号
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。

　
こ
の
よ
う
に
被
保
険
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は
、
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役
場
で
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続
き
を
し
て
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だ
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。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
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怠
り
ま
す
と
、

年
金
を
受
け
る
の
に
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要
な
期
間
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足
り
ず
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
二
十
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の
加
入
に
始
ま
っ
て
、
六

十
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の
誕
生
日
を
迎
え
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ま
で
の
人

生
の
節
目
に
は
、
国
民
年
金
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、
安
定
し
た

老
後
を
迎
え
よ
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
戦
後
伸
び

続
け
、
男
性
で
約
七
十
六
歳
、
女
性

で
約
八
十
二
歳
と
世
界
有
数
の
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
急
速
な
高
齢
化

が
進
み
、
松
之
山
町
の
高
齢
化
率
は

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　
総
人
口
に
対
す
る
六
十
歳
以
上
の

割
合
は
三
九
・
三
％
で
、
毎
年
約
一

％
づ
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
高
齢
者
福
祉
の
中
核
施
設

と
し
て
、
今
年
度
温
泉
付
き
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
は

五
十
名
で
、
十
名
分
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
、
十
五
名
分
の
デ
ィ
・
サ
ー
ビ

ス
施
設
が
併
設
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
に
は
九
十
歳
以
上
の
方

が
十
八
名
お
ら
れ
、
最
高
齢
者
は
天

水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
満
一
〇
三

歳
（
明
治
二
十
一
年
生
ま
れ
）
で
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
県
と
町
か
ら
、
七

十
七
歳
・
八
十
八
歳
・
九
十
五
歳
・

一
〇
〇
歳
以
上
の
方
々
に
祝
菓
子
や

敬
老
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

は
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
布
団
カ
バ

1
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
　
鵬
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
隠
居
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
6
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
　
油
屋
）

③
山
ロ
ト
メ
さ
ん
　
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
倉

④
村
山
カ
ネ
さ
ん
　
　
9
4
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
倉

⑤
高
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
島

⑥
村
山
ハ
ル
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑦
久
保
田
和
七
さ
ん
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑧
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
新
田

⑨
高
橋
マ
ン
さ
ん

⑩
丸
山
サ
イ
さ
ん

⑪
村
山
ヨ
シ
さ
ん

⑫
高
橋
シ
チ
さ
ん

⑬
村
山
貞
治
さ
ん

　
9
2
歳

（
黒
倉

　
9
1
歳

（
東
川

　
9
1
歳

（
湯
山

　
9
1
歳

（
天
水
島

　
9
1
歳

（
藤
内
名

柿
の
木
）

新
屋
）

西
）

隠
居
）

新
発
田
）

重
兵
工
）

中
林
）

は
ず
れ
）

中
屋
）

門
七
）

東
屋
）

⑭
村
山
マ
ツ
さ
ん

⑮
志
賀
キ
ョ
さ
ん

⑯
小
山
モ
ト
さ
ん

⑰
村
山
隆
蔵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
観
音
寺

⑱
渡
辺
ト
メ
さ
ん

　
9
1
歳

（
橋
詰
新
屋
）

　
9
1
歳

（
五
十
子
平
端
）

　
9
0
歳

（
新
山
　
小
島
屋
）

　
9
0
歳

　
　
　
金
田
屋
）

　
9
0
歳

（
東
山
　
上
根
）

※
九
月
一
日
現
在
満
九
十
歳
以
上

　
の
方
々
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　　松之山町における高齢者数

4月1日現在の松之山町の人口　3，692人

60歳以上の人口 1，450人 39．27％

65歳　　〃 1，051人 28．47％

70歳　　〃 688人 18．63％

、
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子
の
栽
培
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
津
南
町
で
は
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
松
之
山
で
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る

除
湿
方
式
と
同
じ
で
し
た
。

　
こ
の
先
進
地
視
察
は
、
上
・
下
川

手
両
集
落
の
交
流
を
目
的
に
始
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
邦
　
一

れ
、
今
回
で
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
川
手
地
区
で
は
、
ゼ
ン
マ
イ
・
ウ

ド
・
ク
ワ
イ
な
ど
の
転
作
々
物
作
り

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
協
な
ど
へ
の
出
荷
量
も
年
々
増

加
し
、
無
人
市
か
や
の
里
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
先
進
地
で
学
ん
だ
長
所
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
地
域
農
業
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

新潟県最低賃金

低賃金が10月1日より下記の
されます。

4，360円（引上額176円）

　545円（引上額22円）

最
正

県
改
額
額

潟
り
　
　
問

新
お
日
時

　
　
と

人
生
の
節
目
に
は
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

　
就
職
や
結
婚
な
ど
で
新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
の
手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す

か
。　

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

ま
す
。

　
加
入
者
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら

れ
、
種
別
が
変
わ
る
都
度
「
種
別
変

更
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▼
第
一
号
被
保
険
者

　
農
業
や
自
営
業
な
ど
の
人
と
そ
の

　
配
偶
者
、
学
生

▼
第
二
号
被
保
険
者

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年
金
ま

　
た
は
共
済
組
合
の
加
入
者

▼
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

　
い
る
配
偶
者

　
た
と
え
ば
、
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
た
人
が
会
社
に
就
職
す
る
と
、

第
二
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
っ

た
女
性
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
し

て
退
職
し
た
と
き
は
、
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
被
保
険
者
の
種
類
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
町
村

役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
が

足
り
ず
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
の
加
入
に
始
ま
っ
て
、
六

十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま
で
の
人

生
の
節
目
に
は
、
国
民
年
金
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、
安
定
し
た

老
後
を
迎
え
よ
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
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、
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
戦
後
伸
び

続
け
、
男
性
で
約
七
十
六
歳
、
女
性

で
約
八
十
二
歳
と
世
界
有
数
の
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
急
速
な
高
齢
化

が
進
み
、
松
之
山
町
の
高
齢
化
率
は

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　
総
人
口
に
対
す
る
六
十
歳
以
上
の

割
合
は
三
九
・
三
％
で
、
毎
年
約
一

％
づ
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
高
齢
者
福
祉
の
中
核
施
設

と
し
て
、
今
年
度
温
泉
付
き
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
は

五
十
名
で
、
十
名
分
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
、
十
五
名
分
の
デ
ィ
・
サ
ー
ビ

ス
施
設
が
併
設
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
に
は
九
十
歳
以
上
の
方

が
十
八
名
お
ら
れ
、
最
高
齢
者
は
天

水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
満
一
〇
三

歳
（
明
治
二
十
一
年
生
ま
れ
）
で
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
県
と
町
か
ら
、
七

十
七
歳
・
八
十
八
歳
・
九
十
五
歳
・

一
〇
〇
歳
以
上
の
方
々
に
祝
菓
子
や

敬
老
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

は
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
布
団
カ
バ

1
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
　
鵬
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
隠
居
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
6
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
　
油
屋
）

③
山
ロ
ト
メ
さ
ん
　
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
倉

④
村
山
カ
ネ
さ
ん
　
　
9
4
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
倉

⑤
高
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
島

⑥
村
山
ハ
ル
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑦
久
保
田
和
七
さ
ん
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑧
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
新
田

⑨
高
橋
マ
ン
さ
ん

⑩
丸
山
サ
イ
さ
ん

⑪
村
山
ヨ
シ
さ
ん

⑫
高
橋
シ
チ
さ
ん

⑬
村
山
貞
治
さ
ん

　
9
2
歳

（
黒
倉

　
9
1
歳

（
東
川

　
9
1
歳

（
湯
山

　
9
1
歳

（
天
水
島

　
9
1
歳

（
藤
内
名

柿
の
木
）

新
屋
）

西
）

隠
居
）

新
発
田
）

重
兵
工
）

中
林
）

は
ず
れ
）

中
屋
）

門
七
）

東
屋
）

⑭
村
山
マ
ツ
さ
ん

⑮
志
賀
キ
ョ
さ
ん

⑯
小
山
モ
ト
さ
ん

⑰
村
山
隆
蔵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
観
音
寺

⑱
渡
辺
ト
メ
さ
ん

　
9
1
歳

（
橋
詰
新
屋
）

　
9
1
歳

（
五
十
子
平
端
）

　
9
0
歳

（
新
山
　
小
島
屋
）

　
9
0
歳

　
　
　
金
田
屋
）

　
9
0
歳

（
東
山
　
上
根
）

※
九
月
一
日
現
在
満
九
十
歳
以
上

　
の
方
々
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　　松之山町における高齢者数

4月1日現在の松之山町の人口　3，692人

60歳以上の人口 1，450人 39．27％

65歳　　〃 1，051人 28．47％

70歳　　〃 688人 18．63％

、
7
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4
小
谷
白
山
神
社
百
年
祭

　
お
盆
の
八
月
十
六
日
午
後
、
小
谷

の
白
山
神
社
遷
宮
百
年
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
は
白
山
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
狭
い
社
殿
内
に
は
全
員
が
入

れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
外
で
祝
詞

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
は
二
組
に
分
け
て
行
わ

れ
、
小
谷
在
住
者
の
組
は
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
全
員
が
写
っ
て

い
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
旧
三
省
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
子
供
会
の
八
木
節
、
小

谷
出
身
者
有
志
に
よ
る
安
来
節
、
婦

人
会
に
よ
る
花
笠
音
頭
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
出
し
物
が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
百
年
祭
に
合
わ
せ
て
記
念

誌
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
誌
の
内
容
は
、
写
真
で
見
る

む
ら
の
今
昔
、
各
戸
別
の
家
族
写
真
、

小
谷
の
歴
史
年
表
な
ど
で
す
。

　
写
真
が
多
い
の
で
見
や
す
く
、
十

年
・
二
十
年
後
に
は
貴
重
な
資
料
と

な
る
で
し
ょ
う
。

轡輔麟
　　　　　　　　　　　～

縣轡

幽ム
脚

1

爾鰍錨…仁
ユ’

8

3

指導員の話しを熱心に聞き、メモをとる参加者

2
県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会
は
大
成
功

　
八
月
三
十
日
大
厳
寺
高
原
で
、
新

潟
県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
指
導
員
を
含
め
て
約
九

十
人
、
松
之
山
か
ら
も
五
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
、
こ
ろ
か
ら
班
．
こ

と
に
遊
歩
道
を
歩
き
始
め
、
松
之
山

の
人
た
ち
が
参
加
し
た
不
動
社
コ
ー

ス
は
、
駐
車
場
～
不
動
社
～
展
望
台

～
駐
車
場
と
ま
わ
る
一
番
長
い
コ
ー

ス
で
、
展
望
台
で
は
他
の
班
と
合
流

し
ま
し
た
。

ふ
る
里
貸
農
園
で
出
穂
観
察
会

　
八
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、

湯
山
の
ふ
る
里
貸
農
園
（
グ
リ
ー
ン

リ
ー
ス
）
で
出
穂
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。4

　
観
察
会
に
は
八
組
二
十
人
が
参
加

し
、
出
始
め
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
を

興
味
深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
使

う
た
め
稲
穂
を
持
ち
帰
る
子
供
も
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
十
月
中
旬
に
は
稲
刈
り
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

浦
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
湯

6

5

惣　　警』’潔

簸轟』・．　　　　／
　雨　【》　　　　　断

広々とした風呂は気持ち良さそうでした

　
八
月
十
九
日
夕
方
、
浦
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
場
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
風
呂
場
は
体
育
館
の
玄
関
側
に
作

ら
れ
、
ト
イ
レ
も
水
洗
ト
イ
レ
に
直

さ
れ
ま
し
た
。

　
風
呂
は
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日

ま
で
仮
オ
ー
プ
ン
し
、
四
日
間
で
約

七
二
〇
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
内
訳
は
地
元
の
人
と
帰

省
客
が
半
々
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
風

呂
に
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。

園
芸
産
地
対
抗
綱
引
き
大
会
で
優
勝

　
八
月
二
十
五
日
、
園
芸
産
地
対
抗

綱
引
き
大
会
が
津
南
町
で
開
催
さ
れ
、

松
之
山
町
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
園
芸
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
の
中
の
一
行
事
と
し
て
今
年

初
め
て
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
三

十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
チ
ー
ム
は
一
回
戦
か
ら

圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
、
三
本

勝
負
に
な
っ
た
準
決
勝
・
決
勝
戦
も

ま
っ
た
く
相
手
を
寄
せ
つ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
回
の
観
察
会
で
見
ら
れ
た
珍
し

い
動
植
物
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ハ
チ
ク
マ
・
ノ
ス
リ

　
タ
カ
の
仲
間
で
ト
ビ
に
似
て
い
る
。

　
特
に
ハ
チ
ク
マ
は
珍
し
い
。

②
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ

　
水
戸
黄
門
の
印
籠
の
紋
所
と
な
っ

　
た
珍
し
い
植
物
。

③
ヤ
ス
マ
ツ
ト
ビ
ナ
ナ
フ
シ

　
県
内
各
地
に
生
息
す
る
が
、
松
之

　
山
で
は
二
例
目
。

　
ま
た
、
ブ
ナ
の
有
用
性
に
つ
い
て

斉
藤
指
導
員
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

出始めたコシヒカリの穂を観察しました

し
た
。

「
ブ
ナ
は
緑
の
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
根
が
張
っ
て
お
り
、
杉
林
の
五
倍

も
の
保
水
能
力
が
あ
り
ま
す
。
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
た
根
は
地
す
べ
り
を
防

止
し
、
落
ち
葉
は
腐
葉
土
と
し
て
養

分
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。
森

林
浴
に
ブ
ナ
が
好
ま
れ
る
の
は
、
酸

素
の
供
給
量
が
他
の
木
よ
り
多
い
か

ら
で
す
。
経
済
性
を
考
え
れ
ば
杉
に

は
勝
て
ま
せ
ん
が
、
ブ
ナ
に
は
目
に

見
え
な
い
無
限
の
価
値
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
凶

議
Pi■

剛麹騨

一
潔
総
憶

轟
撃
、
記

圧倒的な強さで優勝した松之山町チーム

9



監
o
o
2
ー

　
　
　
　
　
ス

　
　
ト
一

の
オ
ユ

朋
7
二

4
小
谷
白
山
神
社
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お
盆
の
八
月
十
六
日
午
後
、
小
谷

の
白
山
神
社
遷
宮
百
年
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
は
白
山
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
狭
い
社
殿
内
に
は
全
員
が
入

れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
外
で
祝
詞

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
は
二
組
に
分
け
て
行
わ

れ
、
小
谷
在
住
者
の
組
は
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
全
員
が
写
っ
て

い
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
旧
三
省
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
子
供
会
の
八
木
節
、
小

谷
出
身
者
有
志
に
よ
る
安
来
節
、
婦

人
会
に
よ
る
花
笠
音
頭
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
出
し
物
が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
百
年
祭
に
合
わ
せ
て
記
念

誌
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
誌
の
内
容
は
、
写
真
で
見
る

む
ら
の
今
昔
、
各
戸
別
の
家
族
写
真
、

小
谷
の
歴
史
年
表
な
ど
で
す
。

　
写
真
が
多
い
の
で
見
や
す
く
、
十

年
・
二
十
年
後
に
は
貴
重
な
資
料
と

な
る
で
し
ょ
う
。

轡輔麟
　　　　　　　　　　　～

縣轡

幽ム
脚

1

爾鰍錨…仁
ユ’
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3

指導員の話しを熱心に聞き、メモをとる参加者

2
県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会
は
大
成
功

　
八
月
三
十
日
大
厳
寺
高
原
で
、
新

潟
県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
指
導
員
を
含
め
て
約
九

十
人
、
松
之
山
か
ら
も
五
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
、
こ
ろ
か
ら
班
．
こ

と
に
遊
歩
道
を
歩
き
始
め
、
松
之
山

の
人
た
ち
が
参
加
し
た
不
動
社
コ
ー

ス
は
、
駐
車
場
～
不
動
社
～
展
望
台

～
駐
車
場
と
ま
わ
る
一
番
長
い
コ
ー

ス
で
、
展
望
台
で
は
他
の
班
と
合
流

し
ま
し
た
。

ふ
る
里
貸
農
園
で
出
穂
観
察
会

　
八
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、

湯
山
の
ふ
る
里
貸
農
園
（
グ
リ
ー
ン

リ
ー
ス
）
で
出
穂
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。4

　
観
察
会
に
は
八
組
二
十
人
が
参
加

し
、
出
始
め
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
を

興
味
深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
使

う
た
め
稲
穂
を
持
ち
帰
る
子
供
も
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
十
月
中
旬
に
は
稲
刈
り
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

浦
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
湯

6

5

惣　　警』’潔

簸轟』・．　　　　／
　雨　【》　　　　　断

広々とした風呂は気持ち良さそうでした

　
八
月
十
九
日
夕
方
、
浦
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
場
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
風
呂
場
は
体
育
館
の
玄
関
側
に
作

ら
れ
、
ト
イ
レ
も
水
洗
ト
イ
レ
に
直

さ
れ
ま
し
た
。

　
風
呂
は
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日

ま
で
仮
オ
ー
プ
ン
し
、
四
日
間
で
約

七
二
〇
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
内
訳
は
地
元
の
人
と
帰

省
客
が
半
々
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
風

呂
に
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。

園
芸
産
地
対
抗
綱
引
き
大
会
で
優
勝

　
八
月
二
十
五
日
、
園
芸
産
地
対
抗

綱
引
き
大
会
が
津
南
町
で
開
催
さ
れ
、

松
之
山
町
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
園
芸
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
の
中
の
一
行
事
と
し
て
今
年

初
め
て
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
三

十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
チ
ー
ム
は
一
回
戦
か
ら

圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
、
三
本

勝
負
に
な
っ
た
準
決
勝
・
決
勝
戦
も

ま
っ
た
く
相
手
を
寄
せ
つ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
回
の
観
察
会
で
見
ら
れ
た
珍
し

い
動
植
物
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ハ
チ
ク
マ
・
ノ
ス
リ

　
タ
カ
の
仲
間
で
ト
ビ
に
似
て
い
る
。

　
特
に
ハ
チ
ク
マ
は
珍
し
い
。

②
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ

　
水
戸
黄
門
の
印
籠
の
紋
所
と
な
っ

　
た
珍
し
い
植
物
。

③
ヤ
ス
マ
ツ
ト
ビ
ナ
ナ
フ
シ

　
県
内
各
地
に
生
息
す
る
が
、
松
之

　
山
で
は
二
例
目
。

　
ま
た
、
ブ
ナ
の
有
用
性
に
つ
い
て

斉
藤
指
導
員
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

出始めたコシヒカリの穂を観察しました

し
た
。

「
ブ
ナ
は
緑
の
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
根
が
張
っ
て
お
り
、
杉
林
の
五
倍

も
の
保
水
能
力
が
あ
り
ま
す
。
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
た
根
は
地
す
べ
り
を
防

止
し
、
落
ち
葉
は
腐
葉
土
と
し
て
養

分
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。
森

林
浴
に
ブ
ナ
が
好
ま
れ
る
の
は
、
酸

素
の
供
給
量
が
他
の
木
よ
り
多
い
か

ら
で
す
。
経
済
性
を
考
え
れ
ば
杉
に

は
勝
て
ま
せ
ん
が
、
ブ
ナ
に
は
目
に

見
え
な
い
無
限
の
価
値
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
凶

議
Pi■

剛麹騨

一
潔
総
憶

轟
撃
、
記

圧倒的な強さで優勝した松之山町チーム
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ー
蕊
ト
ー

集
落
探
訪

藤
倉
神
楽

歴
史
と
地
名

　
東
川
上
流
域
に
位
置
し
、
町
道
東

川
藤
倉
天
水
越
線
が
集
落
内
を
縦
断

し
て
い
る
。

　
こ
の
線
は
国
道
三
五
三
号
線
と
四

〇
五
号
線
に
接
続
し
て
お
り
、
津
南

方
面
か
ら
松
之
山
温
泉
へ
の
短
絡
線

と
な
っ
て
い
る
。

　
地
名
の
由
来
は
不
明
だ
が
、
倉
は

ガ
ケ
（
山
腹
）
を
表
し
て
お
り
、
む

か
し
ガ
ケ
に
藤
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
古
く
か
ら
地
す
べ
り
の
被
害
を
受

け
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
工
事
が
行
わ

れ
て
き
た
。

　
天
正
元
（
一
五
七
三
）
年
開
山
の

正
法
寺
に
は
町
指
定
文
化
財
の
十
王

像
が
あ
り
、
中
坪
と
の
境
に
は
文
久

三
（
一
八
六
三
）
年
五
月
建
立
の
米

山
塔
（
高
さ
約
二
・
六
m
）
が
あ
る
。

　
天
水
島
集
落
に
統
合
さ
れ
た
旧
中

坪
集
落
は
、
藤
倉
村
の
枝
郷
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
字
は
藤
倉
で
あ
る
。

　
い
つ
ご
ろ
か
ら
松
里
地
区
に
属
し

た
か
は
不
明
だ
が
、
地
理
的
な
関
係

か
ら
天
水
島
と
の
結
び
つ
き
が
古
く

か
・
り
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
集
落
内
の
町
道

及
び
圃
場
整
備
が
始
ま
り
、
同
六
十

三
年
に
は
待
望
の
集
落
セ
ン
タ
ー
が

虐
兀
成
し
た
。

　
藤
倉
の
神
楽
は
、
玉
造
と
い
う
人

が
旅
先
で
習
い
覚
え
て
村
に
伝
え
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
中
断
し
て

い
た
が
、
近
年
集
落
の
総
意
と
し
て

若
者
全
員
が
神
楽
に
取
り
組
み
復
活

さ
せ
た
。

　
神
楽
は
十
二
神
社
の
秋
祭
り
に
演

じ
ら
れ
、
獅
子
が
四
方
を
祓
い
な
が

正
法
寺
と
＋
王
像

　
天
正
元
年
藤
倉
村
の
小
野
塚
勘
兵

衛
が
、
中
尾
の
寺
屋
敷
（
俗
称
）
に

あ
っ
た
密
教
系
寺
院
を
現
在
地
に
移

し
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
に
あ
る
曹
洞

宗
長
福
寺
四
世
巌
室
文
庭
を
招
い
て

開
山
し
た
。

　
町
指
定
文
化
財
の
十
王
像
は
、
室

町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
浄

土
思
想
に
結
び
付
い
て
多
く
作
ら
れ

た
作
例
の
一
つ
で
、
比
較
的
大
ぶ
り

な
も
の
は
戦
国
期
、
や
や
小
ぶ
り
の

も
の
は
江
戸
前
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
マ
リ
ア
観
音
と
い
わ
れ
る

子
安
観
音
半
珈
像
、
黒
観
音
（
ク
ロ

ス
観
音
）
と
い
わ
れ
る
子
安
観
音
立

像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
寺
の
墓
地
に
は
、
上
杉
家
に
多
く

用
い
ら
れ
た
家
型
墓
塔
が
多
数
あ
る
。

ら
天
狗
や
氏
子
を
先
導
し
、
天
狗
が

　
　
　
　
　
　
　
し
　
め
　
な
わ

鳥
居
に
張
ら
れ
た
注
連
縄
を
刀
で
切

り
払
い
、
舞
を
奉
納
し
て
終
る
。

　
藤
倉
の
神
楽
は
山
伏
神
楽
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
地
味
で
は
あ
る
が
清

め
と
祓
い
の
古
式
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

東
川
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
七

日
、
束
川
の
小
野
塚
多
吉
宅
を
借
り

撃論翼
1騨「

蝋・

天正元年に開山された正法寺

町指定文化財の十王像やマりア観音などが安置されている

て
束
川
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
明
治
十
二
年
に
は
教
師
の
愼
清
記

宅
を
借
り
、
同
十
七
年
に
は
東
川
字
・

中
屋
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ

る
に
し
た
が
い
就
学
児
童
が
急
増
し
、

手
狭
な
校
舎
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
明
治
三
十
年
藤
倉
字

土
合
の
現
在
地
に
新
校
舎
が
建
設
さ

れ
た
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
四
十
九
年
六

月
に
竣
工
し
、
同
年
十
一
月
に
は
体

育
館
が
完
成
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
三
〇
〇
名
を
超
え
て

い
た
児
童
も
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
現
在
は
三
十
一
名
ま
で
激
減
し
て

い
る
。十

一
一
神
社
と

　
　
　
　
　
　
米
山
塔

　
十
二
神
社
（
祭
神
・
大
山
舐
命
）

の
創
立
年
月
は
不
明
だ
が
、
明
治
二

十
五
年
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
文
久
三
年
五
月
、
米
山
講
の
仲
間

が
中
坪
と
の
境
の
峰
に
米
山
塔
を
建

立
し
た
。

　
米
山
塔
の
そ
ば
に
は
、
昭
和
三
十

三
年
建
立
の
町
制
施
行
記
念
植
樹
碑

が
あ
り
、
ま
わ
り
に
植
え
ら
れ
た
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ロ
り
ま
つ

の
本
数
「
杉
二
三
〇
〇
本
、
落
葉
松

五
〇
〇
本
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　
十
月
一
日
現
在
で
、
総
理
府
統
計

局
の
就
業
構
造
基
本
調
査
が
全
国
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
天
水
越
・
天
水

島
・
湯
之
島
の
三
集
落
が
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
か
ら
約
十
五
世
帯

づ
つ
選
ば
れ
る
予
定
で
す
。

　
選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員
が

九
月
下
旬
か
ら
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、
ふ
だ
ん

仕
事
を
し
て
い
る
方
に
は
、
そ
の
仕

事
に
つ
い
て
の
事
柄
を
、
ふ
だ
ん
仕

事
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
就
業
希

望
な
ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
統
計

は
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
生
活
に
か
か

わ
る
政
策
を
作
り
、
推
進
す
る
の
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
法
律
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や
世

帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

県
立
松
代
病
院
で
慢
性
疾
患
教
室
開
催

　
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

肥
満
な
ど
に
悩
ん
で
い
る
方
、
病
気

に
つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
専
門
家
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
指

導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
テ
ー
マ

〇
十
月
七
日
・
午
後
一
時
～
五
時

　
「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

〇
十
月
二
十
一
日
・
午
後
一
時
～
五

　
時

　
「
高
血
圧
・
高
脂
血
症
に
つ
い
て
」

▼
場
　
所

　
県
立
松
代
病
院
　
三
階
会
議
室

▼
指
導
内
容

①
病
気
に
つ
い
て
　
近
医
師

②
食
事
に
つ
い
て
　
清
水
栄
養
士

③
生
活
・
運
動
療
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
関
谷
・
松
山
看
護
婦

④
薬
に
つ
い
て
　
珊
瑚
薬
剤
師

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
松
代
病
院
、
内
科
外
来
へ

　
　
　
（
費
七
－
二
一
〇
〇
）

　
料
金
は
無
料
で
す
。

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

▼
受
付
期
間

　
九
月
三
日
（
木
）
～
十
六
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
（
大
学

校
生
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
）

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
来
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
者
。

　
高
等
専
門
学
校
三
学
年
修
了
及
び

来
年
三
月
修
了
見
込
み
の
者
。

▼
採
用
予
定
数

○
大
学
校
学
生

○
隅
子
校
学
生

船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム

情
報
シ
ス
テ
ム

海
洋
科
学

五
〇
名

約
八
五
名

約
五
〇
名

約
一
五
名

▼
給
　
与

　
学
生
採
用
当
初
か
ら
給
与
が
支
払

わ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
・
期
末
・
勤
勉

手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
上
越
市
港
町
一
ー
一
一
i
二
〇

　
　
　
直
江
津
航
路
標
識
事
務
所

　
君
〇
二
五
五
i
四
三
ー
四
二
一
〇

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
大
学
や
短
期
大
学
な
ど
に
進
学
や

在
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
進
学
や
在
学
に
必
要
な
資
金

を
融
資
す
る
国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ

き
｝
五
〇
万
円
以
内

▼
使
い
み
ち
入
学
時
の
費
用
・
在

学
中
の
費
用
（
授
業
料
・
下
宿
代
・

通
学
費
な
ど
）

▼
利
用
で
き
る
方

　
大
学
・
短
大
・
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
・
予
備
校
な
ど

に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

▼
利
　
率
　
年
六
・
O
％
（
変
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▼
返
済
期
問
　
大
学
・
高
専
な
ど
は

六
年
以
内
、
高
校
・
短
大
・
専
修
学

校
な
ど
は
五
年
以
内

　
く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
高

田
支
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魯
〇
二
五
五
ー
二
四
－
二
三
四
〇

高
田
高
等
職
業
訓
練
校
生
募
集
r

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
資

格
取
得
や
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
コ
ー
ス
を
設
け
、
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科
目

○
建
築
士
養
成
コ
；
ス

○
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

○
技
能
検
定
（
建
築
大
工
・
建
築
配

　
管
）
実
技
コ
ー
ス

o
技
能
検
定
（
建
築
配
管
・
建
築
塗

　
装
）
学
科
コ
ー
ス
（
一
級
技
能
士
）

〇
一
級
施
工
管
理
コ
ー
ス

o
管
理
監
督
者
コ
ー
ス

▼
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
十
～
二
十
名

▼
訓
練
期
間

　
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で

　
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間

　
各
コ
ー
ス
と
も
講
習
開
始
二
週
間

　
前
ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼
間
い
合
わ
せ
先

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
奮
〇
二
五
五
ー
二
三
ー
二
六
九
〇

召

イ0



ー
蕊
ト
ー

集
落
探
訪

藤
倉
神
楽

歴
史
と
地
名

　
東
川
上
流
域
に
位
置
し
、
町
道
東

川
藤
倉
天
水
越
線
が
集
落
内
を
縦
断

し
て
い
る
。

　
こ
の
線
は
国
道
三
五
三
号
線
と
四

〇
五
号
線
に
接
続
し
て
お
り
、
津
南

方
面
か
ら
松
之
山
温
泉
へ
の
短
絡
線

と
な
っ
て
い
る
。

　
地
名
の
由
来
は
不
明
だ
が
、
倉
は

ガ
ケ
（
山
腹
）
を
表
し
て
お
り
、
む

か
し
ガ
ケ
に
藤
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
古
く
か
ら
地
す
べ
り
の
被
害
を
受

け
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
工
事
が
行
わ

れ
て
き
た
。

　
天
正
元
（
一
五
七
三
）
年
開
山
の

正
法
寺
に
は
町
指
定
文
化
財
の
十
王

像
が
あ
り
、
中
坪
と
の
境
に
は
文
久

三
（
一
八
六
三
）
年
五
月
建
立
の
米

山
塔
（
高
さ
約
二
・
六
m
）
が
あ
る
。

　
天
水
島
集
落
に
統
合
さ
れ
た
旧
中

坪
集
落
は
、
藤
倉
村
の
枝
郷
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
字
は
藤
倉
で
あ
る
。

　
い
つ
ご
ろ
か
ら
松
里
地
区
に
属
し

た
か
は
不
明
だ
が
、
地
理
的
な
関
係

か
ら
天
水
島
と
の
結
び
つ
き
が
古
く

か
・
り
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
集
落
内
の
町
道

及
び
圃
場
整
備
が
始
ま
り
、
同
六
十

三
年
に
は
待
望
の
集
落
セ
ン
タ
ー
が

虐
兀
成
し
た
。

　
藤
倉
の
神
楽
は
、
玉
造
と
い
う
人

が
旅
先
で
習
い
覚
え
て
村
に
伝
え
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
中
断
し
て

い
た
が
、
近
年
集
落
の
総
意
と
し
て

若
者
全
員
が
神
楽
に
取
り
組
み
復
活

さ
せ
た
。

　
神
楽
は
十
二
神
社
の
秋
祭
り
に
演

じ
ら
れ
、
獅
子
が
四
方
を
祓
い
な
が

正
法
寺
と
＋
王
像

　
天
正
元
年
藤
倉
村
の
小
野
塚
勘
兵

衛
が
、
中
尾
の
寺
屋
敷
（
俗
称
）
に

あ
っ
た
密
教
系
寺
院
を
現
在
地
に
移

し
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
に
あ
る
曹
洞

宗
長
福
寺
四
世
巌
室
文
庭
を
招
い
て

開
山
し
た
。

　
町
指
定
文
化
財
の
十
王
像
は
、
室

町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
浄

土
思
想
に
結
び
付
い
て
多
く
作
ら
れ

た
作
例
の
一
つ
で
、
比
較
的
大
ぶ
り

な
も
の
は
戦
国
期
、
や
や
小
ぶ
り
の

も
の
は
江
戸
前
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
マ
リ
ア
観
音
と
い
わ
れ
る

子
安
観
音
半
珈
像
、
黒
観
音
（
ク
ロ

ス
観
音
）
と
い
わ
れ
る
子
安
観
音
立

像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
寺
の
墓
地
に
は
、
上
杉
家
に
多
く

用
い
ら
れ
た
家
型
墓
塔
が
多
数
あ
る
。

ら
天
狗
や
氏
子
を
先
導
し
、
天
狗
が

　
　
　
　
　
　
　
し
　
め
　
な
わ

鳥
居
に
張
ら
れ
た
注
連
縄
を
刀
で
切

り
払
い
、
舞
を
奉
納
し
て
終
る
。

　
藤
倉
の
神
楽
は
山
伏
神
楽
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
地
味
で
は
あ
る
が
清

め
と
祓
い
の
古
式
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

東
川
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
七

日
、
束
川
の
小
野
塚
多
吉
宅
を
借
り

撃論翼
1騨「

蝋・

天正元年に開山された正法寺

町指定文化財の十王像やマりア観音などが安置されている

て
束
川
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
明
治
十
二
年
に
は
教
師
の
愼
清
記

宅
を
借
り
、
同
十
七
年
に
は
東
川
字
・

中
屋
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ

る
に
し
た
が
い
就
学
児
童
が
急
増
し
、

手
狭
な
校
舎
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
明
治
三
十
年
藤
倉
字

土
合
の
現
在
地
に
新
校
舎
が
建
設
さ

れ
た
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
四
十
九
年
六

月
に
竣
工
し
、
同
年
十
一
月
に
は
体

育
館
が
完
成
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
三
〇
〇
名
を
超
え
て

い
た
児
童
も
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
現
在
は
三
十
一
名
ま
で
激
減
し
て

い
る
。十

一
一
神
社
と

　
　
　
　
　
　
米
山
塔

　
十
二
神
社
（
祭
神
・
大
山
舐
命
）

の
創
立
年
月
は
不
明
だ
が
、
明
治
二

十
五
年
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
文
久
三
年
五
月
、
米
山
講
の
仲
間

が
中
坪
と
の
境
の
峰
に
米
山
塔
を
建

立
し
た
。

　
米
山
塔
の
そ
ば
に
は
、
昭
和
三
十

三
年
建
立
の
町
制
施
行
記
念
植
樹
碑

が
あ
り
、
ま
わ
り
に
植
え
ら
れ
た
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ロ
り
ま
つ

の
本
数
「
杉
二
三
〇
〇
本
、
落
葉
松

五
〇
〇
本
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　
十
月
一
日
現
在
で
、
総
理
府
統
計

局
の
就
業
構
造
基
本
調
査
が
全
国
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
天
水
越
・
天
水

島
・
湯
之
島
の
三
集
落
が
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
か
ら
約
十
五
世
帯

づ
つ
選
ば
れ
る
予
定
で
す
。

　
選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員
が

九
月
下
旬
か
ら
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、
ふ
だ
ん

仕
事
を
し
て
い
る
方
に
は
、
そ
の
仕

事
に
つ
い
て
の
事
柄
を
、
ふ
だ
ん
仕

事
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
就
業
希

望
な
ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
統
計

は
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
生
活
に
か
か

わ
る
政
策
を
作
り
、
推
進
す
る
の
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
法
律
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や
世

帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

県
立
松
代
病
院
で
慢
性
疾
患
教
室
開
催

　
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

肥
満
な
ど
に
悩
ん
で
い
る
方
、
病
気

に
つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
専
門
家
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
指

導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
テ
ー
マ

〇
十
月
七
日
・
午
後
一
時
～
五
時

　
「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

〇
十
月
二
十
一
日
・
午
後
一
時
～
五

　
時

　
「
高
血
圧
・
高
脂
血
症
に
つ
い
て
」

▼
場
　
所

　
県
立
松
代
病
院
　
三
階
会
議
室

▼
指
導
内
容

①
病
気
に
つ
い
て
　
近
医
師

②
食
事
に
つ
い
て
　
清
水
栄
養
士

③
生
活
・
運
動
療
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
関
谷
・
松
山
看
護
婦

④
薬
に
つ
い
て
　
珊
瑚
薬
剤
師

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
松
代
病
院
、
内
科
外
来
へ

　
　
　
（
費
七
－
二
一
〇
〇
）

　
料
金
は
無
料
で
す
。

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

▼
受
付
期
間

　
九
月
三
日
（
木
）
～
十
六
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
（
大
学

校
生
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
）

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
来
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
者
。

　
高
等
専
門
学
校
三
学
年
修
了
及
び

来
年
三
月
修
了
見
込
み
の
者
。

▼
採
用
予
定
数

○
大
学
校
学
生

○
隅
子
校
学
生

船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム

情
報
シ
ス
テ
ム

海
洋
科
学

五
〇
名

約
八
五
名

約
五
〇
名

約
一
五
名

▼
給
　
与

　
学
生
採
用
当
初
か
ら
給
与
が
支
払

わ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
・
期
末
・
勤
勉

手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
上
越
市
港
町
一
ー
一
一
i
二
〇

　
　
　
直
江
津
航
路
標
識
事
務
所

　
君
〇
二
五
五
i
四
三
ー
四
二
一
〇

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
大
学
や
短
期
大
学
な
ど
に
進
学
や

在
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
進
学
や
在
学
に
必
要
な
資
金

を
融
資
す
る
国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ

き
｝
五
〇
万
円
以
内

▼
使
い
み
ち
入
学
時
の
費
用
・
在

学
中
の
費
用
（
授
業
料
・
下
宿
代
・

通
学
費
な
ど
）

▼
利
用
で
き
る
方

　
大
学
・
短
大
・
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
・
予
備
校
な
ど

に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

▼
利
　
率
　
年
六
・
O
％
（
変
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▼
返
済
期
問
　
大
学
・
高
専
な
ど
は

六
年
以
内
、
高
校
・
短
大
・
専
修
学

校
な
ど
は
五
年
以
内

　
く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
高

田
支
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魯
〇
二
五
五
ー
二
四
－
二
三
四
〇

高
田
高
等
職
業
訓
練
校
生
募
集
r

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
資

格
取
得
や
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
コ
ー
ス
を
設
け
、
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科
目

○
建
築
士
養
成
コ
；
ス

○
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

○
技
能
検
定
（
建
築
大
工
・
建
築
配

　
管
）
実
技
コ
ー
ス

o
技
能
検
定
（
建
築
配
管
・
建
築
塗

　
装
）
学
科
コ
ー
ス
（
一
級
技
能
士
）

〇
一
級
施
工
管
理
コ
ー
ス

o
管
理
監
督
者
コ
ー
ス

▼
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
十
～
二
十
名

▼
訓
練
期
間

　
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で

　
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間

　
各
コ
ー
ス
と
も
講
習
開
始
二
週
間

　
前
ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼
間
い
合
わ
せ
先

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
奮
〇
二
五
五
ー
二
三
ー
二
六
九
〇

召

イ0



ー
霧
ト
ー

公
だ

　
八
月
十
九
日
、
町
内
の
文
化
財
及

び
史
跡
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
に
住
ん
で
い
て
も
、
町
内

の
文
化
財
や
史
跡
を
見
た
こ
と
が
な

い
人
が
多
く
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

は
初
め
て
の
人
ば
か
り
で
し
た
。

　
午
前
中
は
大
棟
山
博
物
館
・
安
吾

碑
・
美
人
林
・
鏡
ケ
池
・
管
領
塚
．

留
山
ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
、
希
望
館

で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
深
坂
の
ブ
ナ
原
生
林
．
お

国
八
十
八
番
・
マ
リ
ア
観
音
．
大
ケ

ヤ
キ
・
資
料
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
大
棟
山
博
物
館
で
は
、
国
宝
級
の

展
示
品
を
一
つ
一
つ
見
て
ま
わ
り
、

江
戸
時
代
に
造
成
さ
れ
た
庭
園
を
散

策
し
ま
し
た
。

　
鏡
ケ
池
で
は
、
大
伴
家
持
に
ま
つ

わ
る
伝
説
「
松
山
鏡
」
を
聞
き
、
千

年
以
上
も
昔
に
京
都
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
資
料
館
で
は
、
自
分
た
ち
が
使
っ

て
い
た
農
具
や
民
具
を
な
つ
か
し
そ

う
に
見
学
し
、
便
利
に
な
っ
た
現
代

の
生
活
と
比
較
し
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
町
の
歴
史
や
文
化
を
訪

ね
、
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ナ
イ
タ
ー
野
球
成
績

∠‘

郡
少
年
野
球
大
会

　
五
月
十
八
日
に
開
幕
し
た
ナ
イ
タ

ー
野
球
は
、
リ
ー
グ
戦
が
八
月
三
日
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
八
月
十
九
日
に

終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
位
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
リ
ー
グ
戦
は
最
終
試
合
ま
で
優
勝

チ
ー
ム
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
白
熱
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
一
点
を
争
う
試

合
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

▼
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
成
績

一
位
　
ベ
ア
ー
ズ
A

二
位
　
コ
ン
ゴ
ー
ズ

三
位
　
ピ
ン
ク
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
〃
　
松
之
山

八十八体の石仏が安置されている豊田の

お国八十八番

　
八
月
二
十
二
日
、
郡
内
少
年
野
球

親
善
大
会
が
安
塚
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
公
民
館
主
催

の
野
球
教
室
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し

ま
し
た
。

・
今
年
こ
そ
は
一
勝
を
“
と
、
子
供

た
ち
は
真
剣
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
二
戦
二
敗
で
し
た
。

　
し
か
し
、
練
習
量
の
違
い
を
考
え

れ
ば
大
健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
教
室
は
十
月
ま
で
続
き
ま

す
の
で
、
来
年
の
一
勝
を
目
標
に
練

習
し
て
く
だ
さ
い
。

リーグ戦成績ノ

順位 チ　ー　ム　名 勝一敗一分 勝率
得失

点差

1 コ　ン　ゴ　ー　ズ 9－1 900 75

2 J　A松之山町 8－2 800 48

3 ささのファイターズ 7－3 700 38

4 松　　　之　　　山 5－4－1 556 27

5 大　　　　　　樫 5－5 500 31

6 ベ　ア　ー　ズ　A 5－5 500 2

7 ピンクファイターズ 5－5 500 △35

8 鷹　　　ノ　　湯 4－6 400 △15

9 ベ　ア　ー　ズ　B 3－7 300 △49

10 浦　　　　　　田 2－7－1 222 △26

11 ダ　イ　ゴ　ン　ズ 1－9 100 △96

※5位～7位は得失点差による
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婦
人
会
コ
じ
ナ
．
E

町
民
体
育
大
会
の
民
謡
お
ど
り

　
ど
こ
の
集
落
で
も
高
齢
化
に
と
も

な
い
婦
人
会
を
退
く
人
、
集
落
、
こ
と

に
連
合
婦
人
会
を
休
む
と
こ
ろ
と
、

年
々
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
町
民
体
育
大
会
の
民
謡
お
ど
り
も

婦
人
会
だ
け
で
は
で
き
な
く
な
り
、

町
の
婦
人
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
民
謡
お
ど
り
の
と
き
に
左
手
に
巻

い
て
い
た
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
は
、
交

通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

藪麟■欝

径、

　
誰
で
も
気
軽
に
踊
れ
る
よ
う
松
之

山
甚
句
を
選
び
、
約
四
〇
〇
人
の
方

か
ら
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
、
マ

ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

き♂璽　　款．　　　　　　　　　　　　　　』蛍　　　李　　篇

交通安全の黄色いスカーフを左手に巻いて

踊りました

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

“

、
　
レ

ノ
　
ノ

　
八
月
一
日
・
二
日
と
柏
崎
市
を
会

場
に
、
第
四
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
柏
崎
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
．
L
出
場
し
た

美
人
林
チ
；
ム
は
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク

ニ
位
で
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
た
男
女
混
合

綱
引
き
に
出
場
し
た
湯
米
心
チ
ー
ム

は
、
強
豪
チ
ー
ム
を
続
々
に
破
り
、

準
決
勝
で
は
優
勝
し
た
豊
栄
チ
ー
ム

に
敗
れ
た
も
の
の
見
事
三
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　
来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
柏
崎
市
営
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
た
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
参
加

し
た
、
安
高
松
之
山
分
校
の
丘
山
司

郎
先
生
は
一
〇
〇
m
競
争
と
二
〇
〇

m
競
争
に
出
場
し
、
両
方
と
も
優
勝

し
ま
し
た
。

　
丘
山
先
生
は
、
十
月
十
七
日
に
島

根
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
、
新
潟
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
駅
伝
大
会
・

健
康
マ
ラ
ソ
ン

㎜
　
第
十
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
及

一
び
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
十
月
十
日
体

㎜
育
の
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

…
　
駅
伝
大
会
は
旧
浦
田
中
学
校
前
を

…
午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
を

㎜
ま
わ
っ
て
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前

㎜
　
に
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

㎜
　
過
去
十
回
の
大
会
は
す
べ
て
松
里

㎜
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り
、
今
年

㎝

も
選
手
層
の
厚
さ
か
ら
優
勝
候
補
の

筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
地
区
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル

す
る
と
、
巳
之
下
線
を
利
用
し
た
健

康
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
日
受
付
が
あ

り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
間
同
士
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
一
回
ス
タ
ー
ト
十
時
三
十
分

　
一
㎞
幼
児
・
親
二
般

▼
第
二
回
ス
タ
ー
ト
十
時
四
十
五
分

　
二
㎞
　
小
学
校
低
学
年
・
一
般

▼
第
三
回
ス
タ
ー
ト
十
一
時

　
二
㎞
　
小
学
校
高
学
年
・
一
般

▼
第
四
回
ス
タ
ー
ト
十
一
時
十
五
分

　
二
㎞
　
中
学
生
・
一
般

　　　　　　　　　　9　，　　　　　　　　　　層　　，　　　　　　　　　一　，　　　　　　　　　曹　F　　　　　　　　一　，　　　　　　　　一　一　　　　　　　一　『　　　　　　　層　　，　　　　　　　一　8　　　　　　一　，　　　　　　一　一　　　　　8　『　　　　　層　　，　　　　一　，　　　　臼　，　　　『　■　　　－　■　　　一　，　　響　［　　一　，　層　■　響　F

親
子
映
画
の
タ
ベ
と
自
然
体
験
教
室

　
九
月
の
親
子
映
画
の
夕
べ
は
、
ア

ニ
メ
映
画
の
傑
作
「
お
も
ひ
で
標
ろ

ぽ
ろ
」
を
上
映
し
ま
す
。

　
す
で
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
ら
れ
た

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
う
一
回
見

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
九
月
十
九
日
（
土
）
、
午

　
　
　
　
後
七
時
三
十
分
か
ら

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
九
月
の
自
然
体
験
教
室
は

「
秋
の
星
座
を
見
よ
う
」
で
、
夜
空

に
輝
く
美
し
い
星
の
神
秘
を
探
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
　
時
　
九
月
二
十
六
日
（
土
）
、

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

▼
場
　
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
集
合
、
大
松
山
へ
移
動
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ー
霧
ト
ー

公
だ

　
八
月
十
九
日
、
町
内
の
文
化
財
及

び
史
跡
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
に
住
ん
で
い
て
も
、
町
内

の
文
化
財
や
史
跡
を
見
た
こ
と
が
な

い
人
が
多
く
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

は
初
め
て
の
人
ば
か
り
で
し
た
。

　
午
前
中
は
大
棟
山
博
物
館
・
安
吾

碑
・
美
人
林
・
鏡
ケ
池
・
管
領
塚
．

留
山
ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
、
希
望
館

で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
深
坂
の
ブ
ナ
原
生
林
．
お

国
八
十
八
番
・
マ
リ
ア
観
音
．
大
ケ

ヤ
キ
・
資
料
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
大
棟
山
博
物
館
で
は
、
国
宝
級
の

展
示
品
を
一
つ
一
つ
見
て
ま
わ
り
、

江
戸
時
代
に
造
成
さ
れ
た
庭
園
を
散

策
し
ま
し
た
。

　
鏡
ケ
池
で
は
、
大
伴
家
持
に
ま
つ

わ
る
伝
説
「
松
山
鏡
」
を
聞
き
、
千

年
以
上
も
昔
に
京
都
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
資
料
館
で
は
、
自
分
た
ち
が
使
っ

て
い
た
農
具
や
民
具
を
な
つ
か
し
そ

う
に
見
学
し
、
便
利
に
な
っ
た
現
代

の
生
活
と
比
較
し
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
町
の
歴
史
や
文
化
を
訪

ね
、
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ナ
イ
タ
ー
野
球
成
績

∠‘

郡
少
年
野
球
大
会

　
五
月
十
八
日
に
開
幕
し
た
ナ
イ
タ

ー
野
球
は
、
リ
ー
グ
戦
が
八
月
三
日
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
八
月
十
九
日
に

終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
位
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
リ
ー
グ
戦
は
最
終
試
合
ま
で
優
勝

チ
ー
ム
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
白
熱
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
一
点
を
争
う
試

合
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

▼
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
成
績

一
位
　
ベ
ア
ー
ズ
A

二
位
　
コ
ン
ゴ
ー
ズ

三
位
　
ピ
ン
ク
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
〃
　
松
之
山

八十八体の石仏が安置されている豊田の

お国八十八番

　
八
月
二
十
二
日
、
郡
内
少
年
野
球

親
善
大
会
が
安
塚
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
公
民
館
主
催

の
野
球
教
室
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し

ま
し
た
。

・
今
年
こ
そ
は
一
勝
を
“
と
、
子
供

た
ち
は
真
剣
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
二
戦
二
敗
で
し
た
。

　
し
か
し
、
練
習
量
の
違
い
を
考
え

れ
ば
大
健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
教
室
は
十
月
ま
で
続
き
ま

す
の
で
、
来
年
の
一
勝
を
目
標
に
練

習
し
て
く
だ
さ
い
。

リーグ戦成績ノ

順位 チ　ー　ム　名 勝一敗一分 勝率
得失

点差

1 コ　ン　ゴ　ー　ズ 9－1 900 75

2 J　A松之山町 8－2 800 48

3 ささのファイターズ 7－3 700 38

4 松　　　之　　　山 5－4－1 556 27

5 大　　　　　　樫 5－5 500 31

6 ベ　ア　ー　ズ　A 5－5 500 2

7 ピンクファイターズ 5－5 500 △35

8 鷹　　　ノ　　湯 4－6 400 △15

9 ベ　ア　ー　ズ　B 3－7 300 △49

10 浦　　　　　　田 2－7－1 222 △26

11 ダ　イ　ゴ　ン　ズ 1－9 100 △96

※5位～7位は得失点差による
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婦
人
会
コ
じ
ナ
．
E

町
民
体
育
大
会
の
民
謡
お
ど
り

　
ど
こ
の
集
落
で
も
高
齢
化
に
と
も

な
い
婦
人
会
を
退
く
人
、
集
落
、
こ
と

に
連
合
婦
人
会
を
休
む
と
こ
ろ
と
、

年
々
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
町
民
体
育
大
会
の
民
謡
お
ど
り
も

婦
人
会
だ
け
で
は
で
き
な
く
な
り
、

町
の
婦
人
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
民
謡
お
ど
り
の
と
き
に
左
手
に
巻

い
て
い
た
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
は
、
交

通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

藪麟■欝

径、

　
誰
で
も
気
軽
に
踊
れ
る
よ
う
松
之

山
甚
句
を
選
び
、
約
四
〇
〇
人
の
方

か
ら
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
、
マ

ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

き♂璽　　款．　　　　　　　　　　　　　　』蛍　　　李　　篇

交通安全の黄色いスカーフを左手に巻いて

踊りました

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

“

、
　
レ

ノ
　
ノ

　
八
月
一
日
・
二
日
と
柏
崎
市
を
会

場
に
、
第
四
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
柏
崎
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
．
L
出
場
し
た

美
人
林
チ
；
ム
は
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク

ニ
位
で
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
た
男
女
混
合

綱
引
き
に
出
場
し
た
湯
米
心
チ
ー
ム

は
、
強
豪
チ
ー
ム
を
続
々
に
破
り
、

準
決
勝
で
は
優
勝
し
た
豊
栄
チ
ー
ム

に
敗
れ
た
も
の
の
見
事
三
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　
来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
柏
崎
市
営
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
た
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
参
加

し
た
、
安
高
松
之
山
分
校
の
丘
山
司

郎
先
生
は
一
〇
〇
m
競
争
と
二
〇
〇

m
競
争
に
出
場
し
、
両
方
と
も
優
勝

し
ま
し
た
。

　
丘
山
先
生
は
、
十
月
十
七
日
に
島

根
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
、
新
潟
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
駅
伝
大
会
・

健
康
マ
ラ
ソ
ン

㎜
　
第
十
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
及

一
び
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
十
月
十
日
体

㎜
育
の
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

…
　
駅
伝
大
会
は
旧
浦
田
中
学
校
前
を

…
午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
を

㎜
ま
わ
っ
て
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前

㎜
　
に
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

㎜
　
過
去
十
回
の
大
会
は
す
べ
て
松
里

㎜
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り
、
今
年

㎝

も
選
手
層
の
厚
さ
か
ら
優
勝
候
補
の

筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
地
区
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル

す
る
と
、
巳
之
下
線
を
利
用
し
た
健

康
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
日
受
付
が
あ

り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
間
同
士
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
一
回
ス
タ
ー
ト
十
時
三
十
分

　
一
㎞
幼
児
・
親
二
般

▼
第
二
回
ス
タ
ー
ト
十
時
四
十
五
分

　
二
㎞
　
小
学
校
低
学
年
・
一
般

▼
第
三
回
ス
タ
ー
ト
十
一
時

　
二
㎞
　
小
学
校
高
学
年
・
一
般

▼
第
四
回
ス
タ
ー
ト
十
一
時
十
五
分

　
二
㎞
　
中
学
生
・
一
般

　　　　　　　　　　9　，　　　　　　　　　　層　　，　　　　　　　　　一　，　　　　　　　　　曹　F　　　　　　　　一　，　　　　　　　　一　一　　　　　　　一　『　　　　　　　層　　，　　　　　　　一　8　　　　　　一　，　　　　　　一　一　　　　　8　『　　　　　層　　，　　　　一　，　　　　臼　，　　　『　■　　　－　■　　　一　，　　響　［　　一　，　層　■　響　F

親
子
映
画
の
タ
ベ
と
自
然
体
験
教
室

　
九
月
の
親
子
映
画
の
夕
べ
は
、
ア

ニ
メ
映
画
の
傑
作
「
お
も
ひ
で
標
ろ

ぽ
ろ
」
を
上
映
し
ま
す
。

　
す
で
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
ら
れ
た

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
う
一
回
見

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
九
月
十
九
日
（
土
）
、
午

　
　
　
　
後
七
時
三
十
分
か
ら

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
九
月
の
自
然
体
験
教
室
は

「
秋
の
星
座
を
見
よ
う
」
で
、
夜
空

に
輝
く
美
し
い
星
の
神
秘
を
探
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
　
時
　
九
月
二
十
六
日
（
土
）
、

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

▼
場
　
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
集
合
、
大
松
山
へ
移
動

‘3
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九
月
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
る
高
齢

者
交
通
安
全
旬
間
は
、
近
年
増
加
し

て
い
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
交
通
安
全
知
識
の
向
上

と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
等
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

　
大
切
な
　
我
が
身
を
守
る

　
　
　
　
交
通
ル
ー
ル

　
重
点
事
項
と
し
て
次
の
三
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
関
す
る

　
県
民
の
意
識
の
醸
成

二
、
高
齢
者
の
歩
行
中
（
特
に
横
断

　
中
）
及
び
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

　
事
故
防
止

三
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
は
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
・
．
！
と
し
て

　
秋
の
道
　
ゆ
ず
る
気
持
ち
と

　
　
　
　
待
つ
ゆ
と
堕

　
重
点
事
項
は
次
の
三
点
で
す
。

一
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

三
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
等
、
市

　
町
村
の
実
態
に
あ
っ
た
重
点
事
項

　
の
推
進

　
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

お
互
い
に
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

屈
鋤難
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俳
句

目
の
前
に
萩
が
曲
り
て
花
ざ
か
り

裸
ん
ぼ
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
手
術
痕

眠
る
の
に
中
休
み
す
る
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
　
高
歩

ヱ
内
屋
）

葡
萄
蔓
延
び
て
綱
戸
の
空
を
隠
し
た
り

試
歩
戻
る
端
居
の
空
は
花
火
明
り
あ
り

右
手
に
杖
左
手
に
百
合
の
花
一
つ
試
歩
の
戻
り
か
な

百
合
の
香
の
強
き
匂
を
近
く
行
水
す

梅
雨
明
け
ぬ
脳
梗
塞
に
馴
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
中
尾
高
橋
春
光
子

こ
ん
し
に
う

今
生
の
命
限
り
に
蝉
時
雨

や
な
ば

簗
場
と
う
関
所
に
躍
る
鮎
哀
し

虫
の
音
や
秋
の
気
配
の
忍
び
寄
る

　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎

合
宿
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
や
汗
み
ど
ろ

盆
踊
り
輪
の
真
上
に
月
も
出
し

夜
も
更
け
て
橋
に
涼
む
は
若
人
か

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
多
美
女

十
二
峠
残
暑
い
ら
立
つ
古
里
の
灯

　
　
　
　
こ
ご

草
の
戸
を
焦
力
す
残
暑
谷
の
音

踊
娘
に
残
暑
し
み
い
る
寺
境
内

　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

（
平
吉
）

（
高
校
）

（
林
）

（
丸
久
）

短
歌

モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
夜
空
を
火
矢
は
孤
を
描
き

　
　
　
高
き
に
立
て
る
聖
火
台
撃
つ

底
知
れ
ぬ
。
パ
ワ
ー
秘
め
つ
つ
表
彰
台

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
お

　
　
　
あ
ど
け
な
き
笑
顔
恭
子
嬢
立
つ

こ
れ
も
運
で
す
淡
々
と
し
て
振
り
返
る

　
　
　
谷
ロ
選
手
そ
の
笑
顔
良
し

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

平
和
ボ
ケ
言
う
も
言
は
る
も
沖
縄
や

　
　
　
ヒ
ロ
シ
マ
長
崎
そ
し
て
降
伏

大
杉
と
日
陰
を
つ
な
ぐ
大
棒

　
　
　
神
事
の
つ
づ
く
神
社
百
年

貝
割
菜
二
葉
を
ひ
ろ
げ
萌
え
い
づ
る

　
　
　
朝
日
射
し
た
る
な
だ
ら
か
な
る
畝

　
　
　
　
　
　
小
　
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

ヌ

柳

ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
を
着
せ
た
い
夢
の
母

残
る
歯
の
如
く
稲
架
段
数
え
ら
れ

客
去
っ
て
馴
れ
た
テ
ー
ブ
ル
向
か
う
朝

　
　
　
　
　
　
黒
倉
草
村
正
孝
（
一
枚
田
）

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
及
び
読
み
方
に
は
必
ず
ふ
り

　
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1

スキー場従業員募集
　入込客が順調に増加している松之山温泉スキー場では、今シーズ

ンの臨時従業員を募集しています。

1〉募集人員　18名程度

1》職　　榎　スキー場リフト・圧雪従業員

》雇用期間　平成4年12月1日～平成5年3月31日

》賃　金男子6，800円～
　（日給）　女子6，200円～

（1か月当り25日就労を基本とします。早出・残業があった場合は

　残業手当支給。労災保険に加入）

レ募集締切　平成4年9月19日（土）

レ応募先　履歴書1通を持参のうえ、役場総務課行政係ヘ

レ問い合わせ先　振興課商工観光係（行6－3131）

　　　特例免許更新のご案内
〉日　時　9月30日㈱午前9時～11時まで受付

　　　　　　　　　午後1時～3時まで講習会
レ場　所　自然休養村センター

〉その他　年1回しか開催しませんので、希望者は忘れずに

　　　　受けてください。

鞠纏瘡善
／〆ノ し虻 1”

〆／／

叢　一　　』

銀・》一

ノ

讐剴》’

道～熊「
一
灘
， 膨

タ

　
佐　

　
　
鴇

佑
　
＝

愚
　
　
　
寵

　
拓

　
．
『

，
∫

冒
｛

　
τ
『

　
＝
曹

，
　
噛
、
㌧

人
閉
麺

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ず

い
え
ぜ
　
　
”
・
一
．
）
ド

霧
澱
皿

－
飛
謝

　
　
　
　
　
一
＝
一

ノ＼

七

五

四

イ　・ハニホヘト　チリ　ヌ　，レ

　黒先白死（1手だけ）

8
月
号
の
答
え

　詰碁の解答を募集してい

ます。9月28日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

　
⑨
コ
ウ
取
る
（
3
）
　
1
図
　
　
　
　
　
　
2
図
　
　
　
　
　
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
山
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
村
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

－
図
（
正
解
）

　
黒
1
の
ツ
ケ
が
、
白
の
眼
形
を
限
定
し
、
コ
ウ
に
導
く
手
筋

で
す
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ッ
テ
ガ
エ
シ
ね
ら
い
で
、
白
2
の
受
け
は

や
む
を
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
黒
3
の
ツ
ケ
が
続
く
手
筋
、
白
4
以
下
8
ま
で
の
コ

ウ
に
す
る
の
が
正
解
で
す
。

2
図
（
コ
ウ
は
コ
ウ
で
も
）

　
正
解
図
の
黒
3
で
ー
と
打
っ
て
も
以
下
5
ま
で
コ
ウ
に
な
り

ま
す
が
、
白
の
取
り
番
で
黒
が
勝
つ
ま
で
時
間
が
か
か
り
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。

2
6
8
　
　
4

4
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九
月
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
る
高
齢

者
交
通
安
全
旬
間
は
、
近
年
増
加
し

て
い
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
交
通
安
全
知
識
の
向
上

と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
等
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

　
大
切
な
　
我
が
身
を
守
る

　
　
　
　
交
通
ル
ー
ル

　
重
点
事
項
と
し
て
次
の
三
点
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
関
す
る

　
県
民
の
意
識
の
醸
成

二
、
高
齢
者
の
歩
行
中
（
特
に
横
断

　
中
）
及
び
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

　
事
故
防
止

三
、
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
は
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
・
．
！
と
し
て

　
秋
の
道
　
ゆ
ず
る
気
持
ち
と

　
　
　
　
待
つ
ゆ
と
堕

　
重
点
事
項
は
次
の
三
点
で
す
。

一
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

三
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
等
、
市

　
町
村
の
実
態
に
あ
っ
た
重
点
事
項

　
の
推
進

　
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

お
互
い
に
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

屈
鋤難

44

俳
句

目
の
前
に
萩
が
曲
り
て
花
ざ
か
り

裸
ん
ぼ
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
手
術
痕

眠
る
の
に
中
休
み
す
る
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
　
高
歩

ヱ
内
屋
）

葡
萄
蔓
延
び
て
綱
戸
の
空
を
隠
し
た
り

試
歩
戻
る
端
居
の
空
は
花
火
明
り
あ
り

右
手
に
杖
左
手
に
百
合
の
花
一
つ
試
歩
の
戻
り
か
な

百
合
の
香
の
強
き
匂
を
近
く
行
水
す

梅
雨
明
け
ぬ
脳
梗
塞
に
馴
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
中
尾
高
橋
春
光
子

こ
ん
し
に
う

今
生
の
命
限
り
に
蝉
時
雨

や
な
ば

簗
場
と
う
関
所
に
躍
る
鮎
哀
し

虫
の
音
や
秋
の
気
配
の
忍
び
寄
る

　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎

合
宿
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
や
汗
み
ど
ろ

盆
踊
り
輪
の
真
上
に
月
も
出
し

夜
も
更
け
て
橋
に
涼
む
は
若
人
か

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
多
美
女

十
二
峠
残
暑
い
ら
立
つ
古
里
の
灯

　
　
　
　
こ
ご

草
の
戸
を
焦
力
す
残
暑
谷
の
音

踊
娘
に
残
暑
し
み
い
る
寺
境
内

　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

（
平
吉
）

（
高
校
）

（
林
）

（
丸
久
）

短
歌

モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
夜
空
を
火
矢
は
孤
を
描
き

　
　
　
高
き
に
立
て
る
聖
火
台
撃
つ

底
知
れ
ぬ
。
パ
ワ
ー
秘
め
つ
つ
表
彰
台

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
お

　
　
　
あ
ど
け
な
き
笑
顔
恭
子
嬢
立
つ

こ
れ
も
運
で
す
淡
々
と
し
て
振
り
返
る

　
　
　
谷
ロ
選
手
そ
の
笑
顔
良
し

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

平
和
ボ
ケ
言
う
も
言
は
る
も
沖
縄
や

　
　
　
ヒ
ロ
シ
マ
長
崎
そ
し
て
降
伏

大
杉
と
日
陰
を
つ
な
ぐ
大
棒

　
　
　
神
事
の
つ
づ
く
神
社
百
年

貝
割
菜
二
葉
を
ひ
ろ
げ
萌
え
い
づ
る

　
　
　
朝
日
射
し
た
る
な
だ
ら
か
な
る
畝

　
　
　
　
　
　
小
　
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

ヌ

柳

ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
を
着
せ
た
い
夢
の
母

残
る
歯
の
如
く
稲
架
段
数
え
ら
れ

客
去
っ
て
馴
れ
た
テ
ー
ブ
ル
向
か
う
朝

　
　
　
　
　
　
黒
倉
草
村
正
孝
（
一
枚
田
）

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
及
び
読
み
方
に
は
必
ず
ふ
り

　
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1

スキー場従業員募集
　入込客が順調に増加している松之山温泉スキー場では、今シーズ

ンの臨時従業員を募集しています。

1〉募集人員　18名程度

1》職　　榎　スキー場リフト・圧雪従業員

》雇用期間　平成4年12月1日～平成5年3月31日

》賃　金男子6，800円～
　（日給）　女子6，200円～

（1か月当り25日就労を基本とします。早出・残業があった場合は

　残業手当支給。労災保険に加入）

レ募集締切　平成4年9月19日（土）

レ応募先　履歴書1通を持参のうえ、役場総務課行政係ヘ

レ問い合わせ先　振興課商工観光係（行6－3131）

　　　特例免許更新のご案内
〉日　時　9月30日㈱午前9時～11時まで受付

　　　　　　　　　午後1時～3時まで講習会
レ場　所　自然休養村センター

〉その他　年1回しか開催しませんので、希望者は忘れずに

　　　　受けてください。
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　黒先白死（1手だけ）

8
月
号
の
答
え

　詰碁の解答を募集してい

ます。9月28日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

　
⑨
コ
ウ
取
る
（
3
）
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者
山
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解
村
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

－
図
（
正
解
）

　
黒
1
の
ツ
ケ
が
、
白
の
眼
形
を
限
定
し
、
コ
ウ
に
導
く
手
筋

で
す
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ッ
テ
ガ
エ
シ
ね
ら
い
で
、
白
2
の
受
け
は

や
む
を
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
黒
3
の
ツ
ケ
が
続
く
手
筋
、
白
4
以
下
8
ま
で
の
コ

ウ
に
す
る
の
が
正
解
で
す
。

2
図
（
コ
ウ
は
コ
ウ
で
も
）

　
正
解
図
の
黒
3
で
ー
と
打
っ
て
も
以
下
5
ま
で
コ
ウ
に
な
り

ま
す
が
、
白
の
取
り
番
で
黒
が
勝
つ
ま
で
時
間
が
か
か
り
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。

2
6
8
　
　
4

4

‘5
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　　　　臓．ダ臨

※出生・死亡・婚姻の届はできます

　　　　伊　　識
　　りす組　　　嚥。
　　　　　　　講誌
ひぐちれなさん概
（松之山樋・）鞍

魚と魚が遊んでいるところ
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“
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き
ん

広報

おめでた（出生）　　　　　　（生年月日）

了ちゃん　佐藤明男・真由美さんの三男

　　　　　　　（天水越）水の屋　4・8・4

美歌ちゃん　関谷敏明・一美さんの二女

　　　　　　　（黒　倉）中村　　4・8・10

お《挙み（蹴）　　（死亡年月日）　りす組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひぐちかずゆ
福原庚造さん　77歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯山　与ぜ
　　　　　　　（湯　本）十一屋　4・8・2

小林カネさん　87歳

　　　　　　　（上蝦池）与八　　4・8・9　　　　＿　　　　　　　　　　お詫び

8月号の「ぽくの絵わたしの絵」の説明文が落ちていました
ここにお詫びするとともに、説明文を掲載します
◎さとうまみさんの絵「プールで泳いでいるところ」

◎たかはしけんごくんの絵「海で魚が泳いでいるところ」

小林　豊さん　64歳

　　　　　　　（湯　山）伝助　　4・8・10

志賀惣八さん　89歳

　　　　　　　（松　口）干場　　4・8・13

※8月1日から31日までの届出分です。

ノ
！
ぞ
、

▼
8
月
の
で
き
ご
と

31　　　　30　27　　　　25　　　　23　21　14　　4　　2

日　日日　日　日日日日日
第
1
7
回
町
民
体
育
大
会

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
地
鎮
祭

真
夏
の
雪
ま
つ
り

戦
没
者
慰
霊
祭

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会郡
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
町
民
体
育
館
）

文
化
協
会
1
0
周
年
記
念
式
典

県
ブ
ナ
林
自
然
観
察
会

　
（
大
厳
寺
高
原
）

農
業
委
員
会
総
会

▼
9
月
1
1
日
～
1
0
月
1
0
日
の
予
定

10　　7　　1　　26　25　24　19　16

日日日日日日日日
リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
合
同
）

親
子
映
画
の
夕
べ

議
会
定
例
会
（
2
5
日
も
有
）

乳
幼
児
検
診

親
子
自
然
体
験
教
室

ニ
コ
ニ
コ
教
室

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
合
同
）

第
n
回
町
駅
伝
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン

き
の
こ
狩
り
大
会

（
大
厳
寺
高
原
・
H
日
も
有
）

孤〉

i鋤

魏欝・

かわいい保育所園児のおみこしも雨の中元気良く進みました（松之山祭り）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
お
盆
が
過
ぎ
て
も
連
日
三
十
度
を

超
え
る
残
暑
が
続
き
、
稲
穂
も
重
い

頭
を
た
れ
さ
げ
ま
し
た
。

　
実
り
の
秋
を
祝
う
秋
祭
り
も
各
地

で
行
わ
れ
、
台
風
の
影
響
が
な
け
れ

ば
平
年
作
以
上
は
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
月
の
下
旬
ご
ろ
か
ら
稲
刈
が
始

ま
り
ま
す
が
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
広
報
ま
つ
の
や
ま
も
来
月

号
で
二
〇
〇
号
を
迎
え
ま
す
。

　
第
一
号
は
昭
和
三
十
三
年
五
月
、

一
〇
〇
号
は
同
五
十
九
年
六
月
に
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
々
、
｝
〇
一
号
か
ら
二
〇
〇
号

ま
で
の
縮
刷
版
を
作
り
た
い
と
思
い

ヤ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
購
入
し
て
く
だ
さ

い
．
　
　
　
　
　
　
佐
藤

九
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
六
六
四
（
▲
六
）

　
男
／
一
、
七
九
九
（
▲
四
）

　
女
／
一
、
八
六
五
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
四
九
（
▲
三
）

（
）
内
は
八
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
号

平
成
四
年
九
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町
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